
令和３年 ６月定例議会号令和３年 ６月定例議会号

議会だより　127 号議会だより　127 号

予　

算

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

　

５
２
０
２
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
53
億
３
９
５
４
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

 

１
０
５
４
万
円

・
畑
作
構
造
転
換
事
業
補
助
金

 

１
６
８
４
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

２
１
９
９
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
高
齢
者
施
設
等
職
員
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査   

  

業
務
委
託
料　

 

１
６
５
０
万
円

・
畑
作
構
造
転
換
事
業
補
助
金

１
６
８
４
万
円

・
宿
泊
業
活
性
化
補
助
金

　

１
０
５
０
万
円

２

　第２回定例会が６月１６日から１７日の間で

開催され、議案１０件、承認１件、報告１件、

意見書５件の審議を行い、いずれも原案のとお

り可決しました。

第２回定例会

審 

議 

し 

た 

議 

案

・審議した議案①　

町
内
の
高
齢
者
施
設
・
医
療
機
関
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
防
止
策

施
設
従
事
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
料
を
補
正

◎
畑
作
構
造
転
換
事
業
補
助

　

金
に
つ
い
て

【
質
問
】
事
業
内
容
の
一
つ
に

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
抵
抗
性
品
種
の
作
付
け
割
合
の

増
加
」
と
あ
る
が
、
数
年
前
に
斜

網
地
区
で
被
害
が
出
た
病
害
虫
の

事
で
間
違
い
な
い
か
。

　

ま
た
、
こ
の
補
助
金
を
利
用
し

て
、
今
後
こ
の
品
種
を
増
や
し
て

く
と
い
う
事
で
よ
ろ
し
い
か
。

【
答
弁
】
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の

被
害
は
全
道
的
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、
イ
モ
に
付
く
病
気
で
、
完
全

に
無
く
な
る
事
が
な
く
、
防
除
策

も
無
い
の
で
す
が
、
こ
の
病
気
に

う
つ
り
に
く
い
抵
抗
性
品
種
が
あ

る
た
め
、
そ
れ
ら
に
転
換
し
て
い

３

条　

例

■
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

　

改
正

■
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

　

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

　

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

　

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

　

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
に
お
い
て
「
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

　・審議した議案②　

第２回定例会

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

一
部
改
正

　

平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
正

に
よ
り
、
全
道
的
な
保
険
税
の
平

準
化
の
た
め
、
国
保
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
牧
野
の
設
置
及
び
管
理
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
有
牧
野
７
箇
所
の
う
ち
、
現

在
使
用
し
て
い
る
栃
木
、
中
園
、

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　

改
正

　

国
に
よ
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に

伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
定
義
部
分
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

国
に
お
い
て
「
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
町
が
徴
収
す
る
手
数
料
に
つ

い
て
削
除
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

　

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

　

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　

め
る
条
例
の
一
部
改
正

■
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

　

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

　

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に

　

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

　

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

　

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

　

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
の
一
部
改
正

　

３
年
に
１
度
の
介
護
報
酬
の

改
定
に
併
せ
て
、
国
の
基
準
も
改

正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
町
の
両

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一
般
原
則
と
し

て
「
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐

待
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
体
制

の
整
備
を
行
い
、
そ
の
従
事
者
に

対
し
て
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措

置
を
講
じ
る
」
と
い
っ
た
条
文
の

追
加
な
ど
に
よ
る
改
正
で
す
。

そ
の
他

■
財
産
の
取
得

　

平
成
22
年
10
月
の
運
行
開
始
か

ら
10
年
以
上
経
過
す
る
ふ
れ
あ
い

バ
ス
の
車
両
本
体
の
劣
化
状
況

や
、
人
口
減
に
よ
る
路
線
変
更
な

ど
を
考
慮
し
、
順
次
計
画
的
に
更

新
す
べ
く
、
バ
ス
（
知
来
・
仁
倉
線
）

を
購
入
し
ま
し
た
。

①
取
得
す
る
財
産

　

◎
三
菱
ふ
そ
う　

ロ
ー
ザ

（
29
人
乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

②
取
得
価
格　

 

１
０
５
１
万
円

③
納
入
期
限　

令
和
３
年
11
月
30
日

④
取
得
の
方
法　
　

 

随
意
契
約

⑤
売
買
の
相
手
方

　

佐
呂
間
町
字
西
富
94
番
地
の
６

　

有
限
会
社　

宇
野
自
動
車
整
備

　

工
場

　

代
表
取
締
役　

宇
野 

利
喜
生

■
専
決
処
分
の
承
認

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

５
７
７
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
52
億
８
７
５
１
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
体
制
確
保
事
業
費
補
助
金

５
７
７
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委

　

託
料　
　
　
　
　

３
５
３
万
円

い
、
表
題
の
２
つ
の
条
例
に
引
用

し
て
い
る
規
定
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に

お
い
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平

委
員
会
に
お
け
る
情
報
公
開
関
係

規
則
の
整
備
及
び
国
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
の
成
立
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

く
事
で
感
染
を
防
ぐ
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
。
本
町
に
お
い
て
も
毎
年

こ
の
病
気
の
調
査
を
農
協
で
行
っ

て
お
り
、
仮
に
こ
の
病
気
が
出
て

し
ま
う
と
、
今
後
も
畑
に
病
気
が

残
っ
て
し
ま
う
の
で
、
徐
々
に
転

換
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

成
果
目
標
に
て
作
付
面
積
を
６
％

以
上
増
加
と
し
て
お
り
ま
す
。

◎
専
決
処
分
に
つ
い
て

【
質
問
】
４
月
28
日
の
臨
時
会
や

本
定
例
会
に
て
補
正
予
算
を
計
上

せ
ず
、
そ
の
間
で
急
ぎ
専
決
処
分

し
た
理
由
は
な
ぜ
か
。

【
答
弁
】
現
在
行
っ
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
を
、
５
月

６
日
か
ら
10
日
間
、
保
健
福
祉
課

保
健
推
進
係
に
て
電
話
４
回
線
で

対
応
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
午

前
中
は
電
話
が
鳴
り
止
ま
ず
、
繋

が
ら
な
い
と
い
っ
た
苦
情
も
数
件

あ
り
、
今
後
の
64
歳
以
下
の
方
（
約

２
５
０
０
人
）
の
予
約
業
務
と
接

種
業
務
を
並
行
し
て
行
う
の
は
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

料
等
の
補
正
予
算
を
専
決
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

議
案
質
疑
の
中
か
ら　
 

 
議
案
質
疑
の
中
か
ら　
 

北
の
３
牧
野
と
、
予
備
牧
野
と
し

て
若
里
円
山
牧
野
を
残
し
、
以
前

か
ら
休
牧
中
の
大
成
、
武
士
、
仁

倉
の
３
牧
野
を
廃
止
す
る
た
め
の

条
例
改
正
で
す
。

現在のふれあいバス（知来・仁倉線）



令和３年 ６月定例議会号令和３年 ６月定例議会号

議会だより　127 号議会だより　127 号 ４

第２回定例会

・審議した議案③　

　

５

　

　・町長行政報告

第２回定例会

■
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済

　

の
活
性
化
と
農
畜
産
物
需
要

　

喚
起
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業

の
中
止
や
飲
食
業
の
利
用
者
の
大

幅
減
な
ど
、
地
域
経
済
の
影
響
も

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

意
見
書

■
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

　

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

　

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

北
海
道
の
森
林
は
、
全
国
の
森

林
面
積
の
約
４
分
の
１
を
占
め
て

お
り
ま
す
が
、
本
町
を
は
じ
め
、

道
内
各
地
域
で
は
、
森
林
の
維
持

や
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
、
植

林
、
間
伐
、
山
地
災
害
の
防
止
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

北
海
道
の
森
林
を
将
来
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
活
力
あ
る
森
林
づ
く

り
や
林
業
・
木
材
産
業
の
施
策
の

充
実
・
強
化
を
図
る
よ
う
、
要
望

す
る
意
見
書
を
可
決
し
、
衆
参
両

院
議
長
及
び
関
係
大
臣
宛
に
提
出

し
ま
し
た
。

■
２
０
２
１
年
度
北
海
道
最
低

　

賃
金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

　

北
海
道
最
低
賃
金
が
上
が
ら
な

け
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
そ

の
生
活
は
一
層
厳
し
い
も
の
と
な

り
、
個
人
消
費
に
も
影
響
を
与
え
、

北
海
道
経
済
の
停
滞
を
も
招
き
か

■
２
０
２
２
年
度
地
方
財
政
の

　

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
今
、
地
方

自
治
体
は
多
く
の
行
政
需
要
が
発

生
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
構

築
、
防
疫
体
制
の
強
化
、
新
し
い

生
活
様
式
へ
の
変
化
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
住
民
へ
の
課
題
に
即
時
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
よ
り
巨

額
の
財
政
出
動
が
行
わ
れ
、
地
方

財
源
の
確
保
が
不
安
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

よ
っ
て
２
０
２
２
年
度
の
政
府

予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
当
た

り
、
歳
入
、
歳
出
の
的
確
な
見
積

り
と
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す

よ
う
政
府
に
対
し
10
項
目
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
、
衆

参
両
院
議
長
及
び
関
係
大
臣
宛
に

提
出
し
ま
し
た
。

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

　

堅
持
・
負
担
率
２
分
の
１
へ
の

　

復
元
、「
30
人
以
下
学
級
」
な
ど

　

教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就
学

　

保
障
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

　

義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
は

２
０
０
６
年
に
２
分
の
１
か
ら

３
分
の
１
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
教
職
員
の
安
定
的
な
確
保
の

た
め
に
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
へ
の
き
め
細

か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
早
急
に
30
人
以
下
学
級
に
し
、

さ
ら
に
実
質
的
な
教
職
員
の
増
が

必
要
で
す
。

　

よ
っ
て
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
、
負
担
率
２
分
の
１

の
復
元
、
30
人
以
下
学
級
の
実
現

な
ど
に
つ
い
て
要
望
す
る
意
見
書

を
可
決
し
、
衆
参
両
院
議
長
及
び

関
係
大
臣
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

■
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
か
ら
、

次
の
事
業
分
が
令
和
３
年
度
に
繰

り
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

・
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業

３
億
７
２
８
７
万
円

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設

　

整
備
事
業 

１
億
９
０
５
１
万
円

・
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
費
交  

　

付
金　

 　
　
　
　

３
２
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
え
な
い

状
況
に
お
い
て
、
農
業
を
基
幹
産

業
と
し
て
い
る
北
海
道
の
中
で
、

農
業
者
が
安
心
し
て
営
農
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
強
化
を
図
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
農
畜
産
物
の
需

要
喚
起
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

し
、
関
係
大
臣
宛
に
提
出
し
ま
し

た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

　

５
月
31
日
か
ら
町
内
65
歳
以
上

高
齢
者
を
対
象
に
、
１
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
ま
で
の
予
約
人
数

は
、
施
設
入
所
者
１
３
３
人

を
除
く
対
象
者
１
８
６
６
人
中

１
５
８
７
人
の
受
付
と
な
り
、

85
・
01
％
の
予
約
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
14
日
ま
で
の
接
種

率
は
、
７
２
６
人
が
１
回
目
の
接

■
漁
業
の
状
況

　

外
海
ほ
た
て
稚
貝
放
流
に
つ
い

て
は
、
５
月
15
日
か
ら
５
月
27
日

ま
で
の
10
日
間
の
日
程
で
終
了
、

７
９
６
３
万
粒
を
Ｄ
海
区
へ
放
流

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ほ
た
て
稚
貝
採
苗
に
つ
い
て
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
及
び
サ
ロ
マ
湖
内

の
海
水
温
が
平
年
よ
り
や
や
低
く

■
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

令
和
３
年
度
に
執
行
を
計

画
す
る
主
な
工
事
と
委
託
事

業
の
件
数
は
62
件
で
、
総
額

６
億
９
７
０
０
万
円
を
予
定
し

て
お
り
、
現
在
の
発
注
率
は
件
数

で
は
58
％
、
金
額
で
は
48
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
国
勢
調
査
人
口

　

令
和
２
年
10
月
１
日
を
基
準
と

し
て
実
施
さ
れ
た
令
和
２
年
国
勢

調
査
の
人
口
が
、
本
年
６
月
１
日

に
北
海
道
の
独
自
集
計
と
し
て
公

表
さ
れ
、
本
町
の
人
口
は
５
年
前

の
平
成
27
年
国
勢
調
査
人
口
か
ら

４
８
３
人
減
少
し
、
４
８
７
９
人

と
集
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
全
体
で
は
、

総
数
27
万
３
６
３
０
人
で
、
５
年

前
か
ら
１
万
９
９
１
２
人
の
減
少

と
な
っ
て
お
り
、
前
回
調
査
に
引

き
続
き
18
市
町
村
全
て
が
減
少
し

た
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
。

■
町
営
牧
場
の
入
牧
状
況

　

５
月
14
日
と
15
日
両
日
で
入
牧

が
行
わ
れ
、
５
月
末
現
在
、
３
箇

所
の
町
営
牧
場
で
乳
牛
４
０
８
頭

が
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

推
移
し
、
ラ
ー
バ
の
出
現
が
遅
れ

た
こ
と
か
ら
、
５
月
20
日
頃
よ
り

採
苗
器
が
投
入
さ
れ
、
そ
の
後
、

順
調
に
水
温
も
上
昇
し
始
め
た

こ
と
か
ら
、
ラ
ー
バ
の
付
着
状
況

調
査
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。

　

マ
ス
稚
魚
に
つ
い
て
は
、
４
月

28
日
に
床
丹
川
な
ど
町
内
３
河

川
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
約
33
万
尾
、

合
計
１
０
０
万
尾
を
放
流
、
サ
ケ

稚
魚
に
つ
い
て
は
２
０
０
万
尾

を
搬
入
し
、
そ
の
う
ち
１
９
０
万

尾
を
中
間
育
成
し
た
の
ち
５
月

19
日
に
放
流
、
残
り
10
万
尾
は
佐

呂
間
別
川
か
ら
放
流
し
ま
し
た
。

　

外
海
ほ
た
て
漁
業
の
本
年
の

漁
獲
目
標
は
、
本
操
業
計
画
８
千

ト
ン
に
設
定
し
、
６
月
１
日
か
ら

一
隻
12
ト
ン
体
制
で
操
業
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
農
作
物
の
生
育
状
況

　

こ
の
春
は
雪
解
け
が
早
く
、
気

温
も
高
め
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、

春
ま
き
小
麦
、
大
麦
の
播
種
作
業

は
例
年
に
な
く
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
ま
た
、
ビ
ー
ト
に
つ
い
て
も

雪
解
け
の
早
さ
か
ら
作
業
は
早
め

に
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
月
後

半
か
ら
の
天
候
不
順
に
よ
り
作
業

が
遅
れ
、
大
豆
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン

の
播
種
作
業
に
つ
い
て
も
遅
れ
が

出
ま
し
た
。
生
育
も
遅
れ
ぎ
み
で
、

今
後
の
安
定
し
た
天
候
を
願
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

牧
草
に
つ
い
て
は
平
年
並
み
に

生
育
し
て
お
り
、
サ
イ
レ
ー
ジ
と

乾
草
収
穫
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い

る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

町
長
行
政
報
告

（
要
旨
）

種
を
終
え
、
４5
・
75
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
６
月
25
日
ま
で
に
65
歳

以
上
高
齢
者
の
１
回
目
の
接
種
が

終
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
２
回
目

の
接
種
が
６
月
28
日
か
ら
７
月
19

日
ま
で
の
期
間
で
実
施
し
、
接
種

が
完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
接
種
後

の
副
反
応
に
つ
い
て
は
、
発
熱
、

接
種
部
位
の
痛
み
等
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
重
篤

と
な
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状

等
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
64
歳
以
下
の
町
民
の
方

た
ち
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
移
行
し

て
い
き
ま
す
が
、
準
備
が
で
き
次

第
、
順
次
接
種
券
の
発
送
等
に
取

り
掛
か
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。ワクチン接種会場の静養ブース（５月３１日撮影）

■
令
和
３
年
度
第
１
回
定
期
監

　

査
報
告
書

　

令
和
２
年
度
会
計
の
定
期
監
査

が
５
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
内

６
日
間
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
監
査
委
員
か
ら
、
適
正
に

処
理
・
運
営
さ
れ
て
い
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

報　

告

ね
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
北
海
道
労
働
局
及
び
北

海
道
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
よ

る
令
和
３
年
度
北
海
道
最
低
賃
金

の
改
正
に
あ
っ
て
は
、
大
幅
な
引

き
上
げ
を
し
、
道
内
高
卒
初
任
給

の
時
間
単
価
を
下
回
ら
な
い
こ

と
、
各
種
助
成
金
を
有
効
活
用
し

た
最
低
賃
金
と
す
る
こ
と
な
ど
を

要
請
す
る
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
機
関
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。


